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ていきたい。日本の博物館空間は 主に作品を受容する場所である。そこで人間 作品を受容する 動的な存在とな 日本の博物館空間は、多くの規則に縛られている。それは、静寂や規定された順路、作品との距離感、ペンで メモ書きの禁止、写真撮影の禁止、模写の禁止などである。 このような博物館空間において人間規則に従って行動する奴隷と化しているといっても過言ではないだろう。
禁止事項のように明
示的に示されている規則はもちろん、暗黙 規則にも強く縛ら 。そ め、規則に適
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術館を訪れた際 撮影したものである。こ 写真には、 ワークショップの様子が描かれている。
小学校低学年と思われる子供たちが、様々なブロックを組み合わせて、自分なりの作品を制作している。 子供たちは、 美術館のなかをめぐり、作品の構想を膨らましていた。子供たちのそばには、アドバイスしている指導員の姿もある。子供たちのすぐ右の壁は一面ガラス張りで、日が射しこんでいる。こ ような開放的な空間のなかで、子供たちは活発に動き回っていた。美術館は子供たちの貸し切りではないので
、当然
















の重要性が議論され、これらの役割を付加した新たな博物館 生み出されている。このムーブメントのエンジンとなっているのは、欧州 博物館である。 「規則的公共性」に支配されていた日本の博物館空間は、 「自主的公共性」によ 欧州の博物館空間に感化され、漸進的に変化しているといえる。ここで私が指摘したいこと欧州の博物館を手本にす ことと、欧州 博物館空間の「公共性」を導入 は、まったく異なる次元の問題だということである。欧州の博物館から学ぶことはあまりにも多い。収集や保存、調査、展示といった作品 関わることから、博物館経営や人材育成など運営 するこ まで 吸収できることはすべて吸収すべきである。しかし、それと同時に概念
まで輸入するのかについては慎重に判断す














































































博物館空間を特別展示室や常設展示室、ギャラリー、体験学習スペース、レスト ン、ミュージアムショップ、図書ル ム 屋外展示などの様々な要素の有機的な結びつきで構成することを指す。それぞれの空間は、周囲から隔絶された閉鎖的空間ではなく、 的な連続性を共有
していなければならない。複数のルートガイドは提示されるが、特に指定された順路はなく、利用者は個人の自主性に従って博物館空間を活用することが可能になる。 「博物館空間のグラデーション化」は、 「規制的公共性」がもつ秩序維持というメリットを残しつつ、
「自主的公共性」
の導入により、 「規制的公共性」のデメリットである排他性を減じることができる ではないだろうか。次に、 「博物館教育の複層化・複線化」とは、簡単にいえば、 機会の充実をはかるということである。複層 、年齢や性別などの属性により教育プログラムを分化させることを指し、 複線化は、 同じ属性にある人々に対す 教育プログラムを複数用意することを指す。言い換えれば、複層化は博物館教育の垂直的多様化であり、複線化 水平的多様化である。属性が異なれば、求める教育内容が変化するのは当然であり、効果的な教
育方法も変化す






























































                                          




                                        




































                                        












同心円状に外に広がるに従って、そう明確ないにしろ、専門性がゆるくなっていく。美術館の中 部分では、ギャラリーがあり、その外側にキッズルーム、ライブラリー、レクチャールーム、シアター、ショップ、レストランと広がっていて、透明なガ スを境にして広場へとつながる。展覧会ゾーンから無料ゾーン、広場ではさまざまなイベント 行われている。同時開催し る やイベントは、少なくとも五本、六本はある。現代美術の専門的な展覧会もあれば、音楽 演劇ダンスといった美術以外 芸術もあり 祭りやイベン もある。これらは自主企画のプログラムから他団体のプログラム、共催や協力といった位置づけで行われているプログラも多い」 （ 「博物館研究」
vol.47 N
o.3 p10~p11
） 。
 
８ 『都市の文化』
p441~p443
を参照のこと。
 
